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【目的】 

野球は日本人にとっての国民的スポーツと言えるだろ

う。特に、プロ野球は戦前から日本における野球人気を

築いてきた。しかし、これまで幾度も起きてきた球団の

買収・合併はプロ野球における大きな問題である。もと

もとプロ野球球団は親会社の広告塔としての役割が大き

く、その経営は親会社の広告宣伝費としての補填によっ

て賄われてきた。そのため、球団側としては経営努力な

しで多額の赤字を計上しようとも、球団が存在するとい

う状況が続いてきた。しかし、その親会社頼みの球団経

営の結果、球団は親会社の経営悪化とともに売却対象と

なり、これまでのような売却・合併へとつながってきた。

それでも近年、球団売却の問題が浮上した際には楽天、

ソフトバンク、DeNA といったＩＴ業界を代表する企業

が買収に乗り出してきた。つまり、これらの企業にとっ

ては球団を保有することによる宣伝効果が自社のメリッ

トになると判断していたということである。このプロ野

球における宣伝効果に興味を持ち、２０１１年に横浜ベ

イスターズを買収した DeNA について実際に宣伝効果

を得られたかを新聞を対象として明らかにした。 

 

【方法】 

株式会社 DeNA が横浜ベイスターズを買収した理由

は球団を保有することでメディアを通じた宣伝効果を得

られるからだろう。つまり、新聞・テレビ・ネットなど

のメディアにおける報道を分析することで DeNA が横

浜ベイスターズを買収したことで宣伝効果があったかど

うかを明らかにすることができると考えた。そこで本研

究では新聞を調査対象にした。読売新聞、朝日新聞、毎

日新聞の全国紙主要三社のデータベースにおいて「DeNA」

という語句で検索し、抽出された買収前と買収後の記事

数を比較した。また、読売新聞において抽出された「DeNA」

の記事すべてを対象にコーディングを行い、面別・内容

別に分類した。面については一面、スポーツ面、社会面、

経済面、その他に該当するものを選択し、内容について

は野球、株式会社 DeNA（本業）、野球と株式会社 DeNA

の三つの選択肢から該当するものを選択した。 

 

【結果】 

「DeNA」の記事は読売新聞では買収前が１８件、買収

後が６６０件であり、朝日新聞では買収前が４０件、買

収後が６６０件であり、毎日新聞では買収前が３０件、

買収後が４０７件であった。また、読売新聞における

「DeNA」の記事の全６７８件のうち、面別では一面が３

件、スポーツ面が６３７件、社会面が１３件、経済面が

７件、その他が１８件であった。内容別では野球に該当

する記事が６３２件、株式会社 DeNAの本業に該当する記

事が１６件、野球と株式会社 DeNAの両方に該当する記事

が３０件であった。 

 

【考察】 

 読売新聞、朝日新聞、毎日新聞の全国紙主要三社すべて

において買収後では買収前と比較して「DeNA」の記事が飛

躍的に増加した。また、読売新聞における「DeNA」の記事の

面別では全６７８件のうちスポーツ面が６３７件であり、全体の

９４％と大半を占めていた。内容では野球に関する記事（野

球に該当するものと野球と株式会社 DeNA の両方に該当す

るもの）が６３２件であり、全体の９３.２％と大半を占めていた。

つまり、横浜ベイスターズを買収したことによって、試合結果

や試合内容がスポーツ面などに頻繁に取り上げられ、

「DeNA」の記事数が大きく増加したと判断できる。また、野球

に関する記事中に DeNA の本業についても記述されている

ものも３０件あり、横浜ベイスターズを買収したことで株式会

社 DeNA の本業の宣伝にもつながったことが分かる。したが

って、本研究の結果は株式会社 DeNA が横浜ベイスターズ

を買収したことで宣伝効果があったということを支持している。

また、企業はプロ野球球団を保有することでメディアを通じた

宣伝効果を得られると判断できる。 
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